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自己チェック評価表 

 園全体評価            園長 

今
年
度
の
評
価
点䥹
保
育
や
自
己
資

質
等
で
高
く
評
価
で
き
る
点
䥺 

・子どもの気持ちに寄り添う保育を心がけることができた点。 
・園児数が少ないがゆえ、手厚い保育が実施できた点。 
・物事を決定する際、職員間で話し合い決定することができた点。 
・事故対応の際は連携を取って対応することができた点。 
・4,5 歳児は従来までなかった「歌うこと」を取り入れた点。 

 

今
年
度
の
課
題
点
䥹
保
育
や
自
己
資
質
等

で
努
力
を
要
す
る
点
䥺 

・日々の子どもの様子の申し送りがスムーズにできない箇所があっ

た点。 
・一時期、一部の声の大きい職員に他の職員が倣わなければならな

い体質があった点。 
・不適切と思われる言動が複数みられた点。保護者からの相談や、

職員からの声もあり。 
・早期リタイヤの職員が複数名発生した点。 
・午睡時、一部の乳児に対し仰向けにできない点。仰向けに体制を

変えることで泣き出すことを恐れてなかなか仰向けに直せない。 

次
年
度
の
改
善
点
䥹
保
育
や
自
己
資
質
等
で

次
年
度
に
改
善
す
べ
き
点
䥺 

・仕事を終える際の伝達方法。確実に次の職員へ伝達をする。 
・特定の職員に対して忖度。職員全員がお互いを尊重し、平等な関

係で接することができるようにする。 
・職員の定着。新入社員が長く勤めたいと思うような職場の雰囲気

づくりが必要。 
・不適切と思われる言動の一掃。誰もが気づいたら注意できる環境、

園長・主任へ報告できる環境、職員全体で改善に向けて話し合う環

境をつくっていく。必要に応じて事業部にも介入してもらう。 
・仰向け寝の徹底。SIDS 防止のため恐れず仰向け寝を徹底する。 


